
￣

会

議
外国人教員，在外研究員および留学生等に関する

用
実 態 詞 告 書査 報

昭和４９年１１月

国立大学協

第５常置委員

会

会



-;)まえがき

第５常置委員会は、かねてより学術・教育の国際交流を促進するために外国
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人留学生制度、外国人教員制度および在外研究員制度等の改善‐をはかる必要が
。．－、、ｃ－－｡￣
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あるので、これらにつ゛いての調査研究を行なってきた｡,：」…
■0一･･rや

じかるにこれらの制度の運用については、政府の行政資料はあっても、その

運用の実態、特に各大学における運用の実情、運用の改善についての希望等に

関する資料がたいので、すみやかに具体的な資料を入手する必要に迫られた。

主って第５常置委員会は、昭和４８年１０月１日現在についてアンケート調査

を行なって運用の実態を知るとともに各大学の意見を徴することとし、「外国

人教員、文部省在外研究員および留学生に関する実態調査票」を各大学に送附

して回答を求めた。

本常置委員会はアンケートを送附した７６大学全部の回答について、今春以

来これを集計整理して検討を続けてきた。この報告瀞はその結果を取りをとめた

ものである。集計結果は、他の資料、たとえば文部省の行政資料と一致したい

ものがある。たとえば、在学研究員について、かなりの数字の開きが認められ

る。そこで、本来ならば他の資料とのクロスチエツクを行なうだけでなく、不

一致の項目については再調査をすることも考えられるが、今回はそれを行なわ

ないことにした。もとエリこのアンケート調査の本来の目的は、本委員会の研

究資料をえることにあるが、その内容は各大学でもご参考にたることが多いと

思われるので、これを印刷に附し、ご利用いただくことにした。よってご利用

いただくための便宜上、最初にアンケートそのままを記載して、設問の内容を

読んでいただくよう配慮した次第である。

なお、アンケート集計整理中、た古た常昭和５０年度予算の編成の時期かき

たので、取り急ぎ政府に要望すべき事項を選択しロ（１）在外研究員の増員と在

ト



外期間の延長、（ii）外国人教員の増員と宿舎の確保、（iii）外国人留学生の宿舎

の確保、の５点につい｛て「在外研究員､･外国人教員および外国人留学生に関す

る要望書」とじて、総会の承認をえて昭和４．年６月１８日付ｗ国立大学協会

会長名をもって文部省に提出した。その要望露は､.､付表の前に添付しておいた。

終りに、このアンケートの作成ならびに結果の取り雀とめから報告書の作成

にいたるまで、本委員会専門委員白倉昌明東大工学部教授をわずらわしたこと

を記し、そのご努力に対し感謝の意を表したい。

昭和４９年１０月２４日
V藝手、
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〔Ａ〕設問（アンケート調査票）：

昭和４８年１１月１５日に国大協議第１５２号をもって各国立大学長宛照

会した設問をここに掲載いたし杏十句

「外国人教員、文部省在外研究員および留学生に関する実態調査」

（ 大学）

以下の設問において、二者択一によるご回答をいただく場合には該当するも

のに○印をお付け下さい。また、数字、文字あるいは文章によって実態をお示

しいただき、あるいはご意見をお述べいただく場合には、所定の空欄にご記入

下さい。空欄が不足する場合には、紙片を貼付してご記入下さい。

この設問においては、外国人教師および講師を総称して外国人教員という。

1．外国人教員を採用しておられをすか。（畷ﾛ4.8年１０月１日現在）

所属'11灘!』…:}
し２つ以上兼担（名）

｜圏菫繍 ’
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(2)希望したい

§§に)の場合
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具体的にご意見をお霜:き下さい③

〔〕

５．外国人教員の任用について次の主うな意見がありますか、（１）および(2)の

どちらが望ましいとお考えですか。すた、ほかに望害しい方法がありまし

たら(5)に具体的にお書き下さい。．Ｊ

（１）現行制度どおりでよい｡

（２）日本人教員と同等の待遇（国家公務員）とする。

（５）その他へ〔～〕

４．その他外国人教員の任用あるいは給与その他待遇全般についてご意見が

あればおきかせ下さい｡、猛

〔〕

Ⅱ外国人教員の宿舎について

，．現状についてお霧き下さい。（昭和４８年１０月１日現在）

（１）大学所属宿舎に： 名

（２）借家（自費負担）に：名

（５）借家（大学借上）に：名

名（４）その他の宿舎に：、了：蕊

§§(4)の場合～；餌

ヮ具体的にご説明下さい。千一

〔〕

２．その他外国人教員の宿舎の在り方についてと意見かあればおきかせ下さ

い。…
．：；

〔〕

Ⅲ文部省在外研究員について～Ｔｉｉ１ｗ１

１．最近５犀間（昭和４６年度～４８年度）における在外研究員の実情につ

いて、つぎの設問にお答え下さい（現在出張中の者も含む）。

（１）文部省在外研究員制度による「長期」海外出張教員の人数と出張時の

平均年令

さａ人数（名）

ｂ平均年令（才）

－５－



（２）同じく「短期」海外出張教員の人数と出張時:の平均年令～

ａ人数（名）

ｂ平均年令（～;二才）～

（５１文部省在外研究員制度以外による海外出張教員:の人数と出張時の平均

年令（ただし、出張期間が６カ月以上のものについて）、

ａ人数（名）

ｂ平均年令（才）

（４）貴学の昭和４８年１０月１日現在の教員数（教授、助教授､急専任講師

等の現員）浄方知らせ下さい回へⅦ

教員数（名）－

２．文部省在外研究員制度について、旅費額、員数、期間等について、ご希

望がありさしたらおきかせ下さい。

〕一

Ｗ留学生について

１．外国人留学生の受入れ状況（日本の大学に留学する目的をもって入国し

た者のみを対象とする。）（昭和４８年１０月１日現在）

（１）在籍している。

（２）在籍していたい。

§§(1)の場合（〔〕内に学生国際交流制度による交換留学生数を内数でご～

記入下さい。）

－Ａ国費留学生数（総数椥…名）〔名〕

・学部富一生'二蓑二（鮴：
ｂ研究留学生|文科系（名）〔■名〕
（研究生）（理科系（名）〔名〕

文科系（名）量〔名〕

“麓{鰯議（三iJJ三文科系（名）〔：､名〕

Pわ．

４



～

、Ｂ私費留学生数（総数名）,乎

几屍文科系（名）

・学部留学生|鯏系（≦）
Ｗ二二＝|鰯（二）
厄研究群生|修士課程鰯（：氏
…生){博士課程難（二）

Ｚ外国人留学生の宿舎について（昭和４８年１０月１日現在）

（１）留学生宿泊施設に入っている。（名）

内訳大学所澪鍾詮（-名）
留学生関係団体の運営する施設（名）

（２）下宿、アパート等に入っている．（名）

（５）その他（具体的にお書き下さい。）

〕

5．国費外国人留学生制度についての改善意見があり才したら、おきかせ下

さい。

（１）外国人留学生の日本語教育について

．〔 〕．

（２）その他

〔 〕－

４．日本人学･生の海外派遣曲について、ご意見があればおきかせ下さいb

Gij「日本人学生の海外派遣」とは、下記の諸制度によるものをいいます。

（１）学生国際交流制度

（ii）教員養成大学・学部学生海外派遣制度

（iii）アジア諸国派遣留学生制度

〔

－５－
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〔Ｂ〕実態調査結果…

ご回答頂いた全国立大学７６大学を、主として所在地の地理的配置にした

がって北から南へと、便宜上１より７６誉での番号を付して、以下それによ

って識別することとする。（付表１）

タト国人教員について

ここに外国人教師（常勤）および外国人講師（非常勤）を総称して外国人

教員という。

外国人教員に関する、各大学別の数字を付表２に示す。

(1)外国人教員現在員数

付表２において、外国人教師および外国人講師についてぃそれぞれ;現在

員数ならびにその内訳を、（()一般教育関係、回専問教育関係Ｔしり大学院関

係および目上記の(ｲ'、位)、レツのうち２つ以上兼担に分類した数字が示され

ている。．

、上記の内訳のうち目兼担の項に該当者のある場合については・大学に上って

二つのし異った表示方怯のいつれかか採られていて、統一されていたい。す

なわち、い、（ﾛ)、し》および仁)の４項の数字の合計か５現陰在員数より多い場
一｡』●●p■

合と、現在員数に一致する場合とである。前者の場合は、（ｲ)、（ﾛ)およびﾚﾘ

の５項のうち２項以.上に関連している兼担の教一員|についてＭｲ)､，(ﾛい鎧主

びいのうち.の該当鵬にそれぞれ数字１が計上されている場合であり、後者

の場合は、い、（､)、およびしりのうちの該当欄には数字を計上せ談、（二>兼担

の欄にのみ計上されている場合である｡．したがって、付表２の最後尾の列

（最も右の列）に示されている総計の数;字は、g)、（F､)、お墾醒('》の各項
･'８－０ユ

については、完全に正確とはいい難いもので,､`全大学についての総計の実

数は、付表２に示す数字より若干上まわるものとなる…::;ぃ

費た、一大学において外国人講師の立場にある教員が他の太学において

は外国人教師の立場にある場合もあるので、１教員か二重に計上されてい

ることかあり得る。したがって、外国人教師総数１５８名と外国人講師総

数２２５名の和３６１名を、外国人教員の全国立大学についての総計と採

ると、実数よりやや多めにたるであろう。

Ｉ
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｣.樹

‘付表２基弘外国人教師につい,ては､７'６大学中２'６大学祓すなわち６

２６／７６－ｑ５４、全1体の約５４妬の大学に;おいて.は採用されていない。

同3§たＬ外国人講師については、７６大学中１２大学､許す左わら１．２／７６

－０１６、全体の約１６冊の大学においては採用されていない。

外国人教師総計１５８名に対して、外国人講師総計は２２５名であって

講師総数は教師総数の２２５／１５８－１．６８、約1.6倍の実情である．こ

の比率については、（ｨ)一般教育関係および回専門教育関係に関して、それ

ぞれ７゜／４１－１．７および１２２／Ｒ４＝15,5とほぼ同様の数字か認め

られる。これに反して､、兼担教員については､兼担する教師総数６４毛に

対して講師総数５１名｢であって、講師総数は教師総数の５１／６４－０５

約半数と走っている６…へ

一般教育関係の員数は、外国人教師については、４１／１２８－０５０と．教

師全体の約５Ｍであい外国人講師については‘７９／２２５－０５５と、譜

，師全体の約５５筋を占め、共に全体の約’／５に当っている。これに対して．

専門教育関係の員数は．外国人教師については、８４／１５８－０６１と、教師一

全体の約６１冊であＩＬ外国人講師については．１２２／２２５－ｑ５５と．講師

全体の約５５％を占め、共に全体のほぼ６割に当れ、外国人教員の半数以

上が専門教育に関係していることとなる。なお、大学院関係を担当してい

る負数は外国人教師については１０名（全数１５８名のうち）、外国人講

師については１１名（全数２２５名のうち）、となっているロー

(２１外国人教員の担当科目‘：：：,リーナ

外国人教師の担当滑目を付表５に示す｡･外国人教師に関してに[、一般教

育関係については英語、英会話・作文方.どが圧倒的に多く㎡仏語ｗ独語左

ビが若干あり、さらに英米文学、独文学などが一、二例あるが、これを要

するに大多数は語学教育に関係している･たおｂ特殊なものとして、中国

・語、チベット語（大阪外国語大学）などがある｡シレ

専門教育については、英語、仏語、独語など語学関係か最も多く、つい

・で英文学、仏文学、独文学などの外国文学･関係がつづき、特殊な語学とし

ては、スペインrポルトガル、中国、ベトナ'たいアラビアの各国語（東京

外国語大学）および中国、朝鮮、インドネジ尿、ビンディー、タイ、ペル

－７－



ご/ア、イタリイ、スペイン、ロシア、デンマークの各国語（大阪外国語大

学）などがあり、さらに外国語Ｕ外国文学関係以外にも、オペラ、指揮、

弦楽、管楽（東京芸術大学）、音楽（大阪教育大学）の他、高分子液体、

エルゴード理論、蛋白質合成、インド仏教文献、他８件の科目（京都大学）

があげられている。

大学院関係については、(1)節に既述したように、件数か少まく、その殆ん

どが外国語、外国文学に関するものである。

兼担についても、外国語、外国文学に関するものが多い。

外国人講師の担当科目を付表4に示す。一般教育関係については外国語、専

門教育関係、大学院関係および兼担については、外国語および外国文学な

どか大多数を占めることは外国人教師の場合と同様である。

(5)外国人教員増員の要望

標記に関しては付表２および付表５を参照されたい●

外国人教員増員については、８大学を除く６８大学、すなわち６８／７６

－０９０、全体の約９０９６の大学において要望している。増員希望数は、

大学ごとに著しい差かあるか、それを磯械的に集計すると、全国立大学に

ついて総計５４５名と在る。これは外国人教員現在員数総計５６１名とほ

ぼ同数である。したがって、現在員数を約２倍に増員することが要望され

ているといえよう。西河へ…

さた、増員を要望されている教員の担当科目は⑪付表５に示されている。

ここでも、外国語、外国文学関係の科目か最も多いが、それ以外に工学、

理学、経済学、医学、薬学関係などもかなり認められる。

(4)外国人教員の任用

外国人教員の任用について、現行制度どおりでエいか、あるい゛は日本人

教員と同等の待遇（国家K公務員）とするのがよいか、に関しては付表２に

示すように、現行制度を可とすろもの４１大学缶日本人教員と同等の待遇

とすべきとなすもの１４大学で、前者が全数;の約３／４を占めている。友
．１－

お、－大学内にて部局によって意見が分かれてmいる場合には、現行制度ど

′おりおよび日本人教員と同等の待遇の両方に１／２大学分を加算した。

(5)外国人教員の待遇全般,についての意見

－８－



待遇全般についての意見は６付表６に示すとおりである。給与の増額お

よび住宅費の保証など処遇一般の改善を要望する意見が２６件と全国立大

学数の約’／５に当る大学より出されている。ついで、医療保障制度の確

立について１１大学より意見が出されている。

､．

｡まTn.dﾁ
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Ⅱ外国人教柵員宿舎について

外国人教ｉ員宿舎についての内訳は、付表７に示すとおりであiる゜外国人教

師総数微い付表５'（その５）によれば１５８名であるかい付表７の内訳の(1)

大学所属の宿舎及び(5)借家（大学負担）についてはし一般了に６非常勤の外国

人講師の場合は、該当しないものと考えられるので（１）及び（３）

の数は専任教員である外国人教師にかかる数であるとすると、外国人教

師のうち６２名、すなわち６２／１５８－０４５、全体の約４５Ｗ;が大学所

属に、注た、これに大学が費用を負担している借家に入居している４５名を

加えると合計１０５名、すなわち１０５／１５８－０．７６、全体の約７６９５

が直接あるいは間接に宿舎について大学より便宜を与えられていることとな

る。したがって、この調査では、以上のよう左前･提にたつと、約２４９%の外

国人教師は宿舎について大学より特に恩恵を受けていたいこととたるが、そ

の理由、事情が本人の都合によるものか、大学の都合に主るものか、不明で

ある。

なお、付表７では、外国人教員総数２７６人にかかる宿舎事情の内訳が示

されているが、付表５（その５）によれば、外国人教員数は《外国人教師

１５８名、外国人講師２２５名合算５６１名となっている。これは、付表７の

場合は、宿舎問題であるので、専任教員であるところの外国人教師のみに限

って計上した大学と非常勤の外国人講師についての数も含めて計上した大学

かあることや前述のようにある大学において外国人教師であるものが他大学

で外国人講師とたっているような関係か二重に計上されている場合もあるこ

…と左どによるものと思われる。また－部大学負担で、－部自費負担のような

場合大学負担に計上した大学と自鍵負担に計上した大学とか予想されること

などから、この議査結果から外国人教師についての宿舎事情の内容を明確に

することは困難であるが、ここでは、前述のような前提に光づて(1)及び(5)の「

-９－



数により外国人教師の宿舎事情をみることとした。よ-W

冬外国人教員の宿舎のあり方についての意見は、付表Ｂ１ｉｌＣまとめて示されて
『９Ａ

いる。

÷.［、召一

ＨＰ、lL・ず

Ⅲ文部省在外研究員について

』殺近３年間（昭和４６年度～４８年度）における文部省i在外研究員の実情・

についてｗ(i)在外研究員制度による「長期」海外出張教員の人数と出張時の

１平均年令、（il）同じく「短期」海外出張教員の人数と出張時の平均年令、（'11）

文部省在外研究員制度以外による海外出張教員の人数と出張時の平均年令（

ただし、出張期間が６カ月以上のものについて）および０W各大学の昭和４８

…年10月１日現在の教員数（教授、助教授、専任講師の現員）は、各大学に
Ｒ～

ついて付表。に示すとおりである。ただし、教員数については、助手の現員

数まで加算してある大学（その旨明記してある大学おエび明記はしてないが

そのように判断される大学）かあるのでぃ付表。（その５）に示す教員総数

の全国総計る８．１６７名には、か左bの数の助手茅も含んでいるものである。

他の資料によれは、設問の鰯旨忙か左う、全国緒:計の国立大学教員総数は、

昭和４８錘５月１日現在２４．９８５名となる。

在外研究員として１年間に出張する人数は、全僅I立大学について､`昭和４６

～４８年度の平均として、長期は７７８÷５－２５９名と友’、長期と短期

の合計について己は、（７７８＋５７９）÷５－５８６名となる。これらの数

字と、教員総数２４．．８５名とを考え．合わせろと、教員１人について、；長期

に関しては、２－４，９８５÷２５１＝９７、またわら約１００年に１回機会を

得て海外に出張し得ることとだる・さた、長闘と短期の合計については、

２４，y/８５念ﾖﾆ８６－６５、すなわち６５年に１回機会を得て海外に出張し
得る。－，と針

文部省在外研究員制度の旅費.額、員数、期間などについての希望を付表１ｏ

にまとめて示す。約半数の４０大学より派遣員数の増加、旅費の増額および

、派遣期間の延長についてそれぞれ約１／４数の大学より要望が出されている。

散華１

一ら少一

Ⅳ留学生について
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(1)外国人留学生の受入れ状況
芝､9-

外国人留学生の受入れ状況を雀とめて、付表１１に示す。この表エリｂ

国費留学生の総計７６６名に対して、私費留学生の総計は１，４０５名と国

費の約1.8倍にのぼっていることが注目される.。雀た、，国費および私費を

通じてｏ国費の研究生以外の、学部学生、研究生および大学院生のすべて‐

の分類について、文科系学生数より理科系学生数の方が多いαすなわち、

各分類についての数字について述べることは省略し、国費留学生全体およ

び私費留学生全体について述べると、国費の場合（ただし研究生を除く）

にはＶ文科系１２５名、理科系２６１名であって‘理科系が文科系の約2.1

倍である。また、私費の場合には、文科系５９８名ぃ理科系１，００５名で

あって、理科系が文科系の約２．５倍である。

左お、国費の研究生についてのみ、文科系２１７名、理科系１６５名と、

文科系が多いのは、文科系の場合には大学院の正規学生となることが、理

科系の場合に比してより困難左ることに関連があるかとも思われる。また、

欧米からの留学生は日本研究を中心に比較的文科系に集中していることと、

日本での学位取得にこだわらず研究活動のみに重点をおく傾向があること

も一因であろう。

に）外国人留学生の宿舎

外国人留学生の宿舎に関して、宿舎の種別ごとの居住人数については、

付表１２に示すとおりである。留学生総数２，１５０名のうち、留学生宿泊

施設に居住している学生数５５５名、すなわち５５５／２，１５０－０．２５とた

って、全数の約２５Ｗ;に当り、残りの約７５％が下宿レアパートおよびそ

の他に居住している。また、留学生宿泊施設に入っている５５５名のうち

の、約１／５の１７６名は大学所属の宿it:i施設に居住している。さらに、

この１７６名という数は、留学生総数２．１５０名の、約８２Ｗ;に当る。

(5)国費外国人留学生制度についての意見

国費外国人留学生制度に関連し、日本語教育についての改善意見を誉と
めて付表１５に示す。

(4)日本人学生の海外派遣についての意見

日本人学生の海外派遣についての意見をまとめて付表１４に示す。

伊

、

-１１－



■、

ｑ､

むすび

､以上に詳述した、外国人教員、文部省在外研究員方よ-び留学生等に関する実

態調査の結果い設問が適切でたかったため問題が残されている点があるが、現

行制度がどのように運用されているか、誉た、現行制度について各大学(がどの

追う左改善を望室れでいるか等がかなり明らかにされている。第５常置委員会
］

はこのアンケートの結果を参考にして､＝さらに研究を続け、外国人教員、文部

.‘

ｑ･丙二
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省在学研究員および留学生等の制度の改善につとめる所存である。dUOも

ｇ９Ｐ,.`￣
￣守

．O｣

－１６t（
10■■bL●

■■ｃｄ－｡

●p戸●｡

■｡－●

蒜１２－



￣■

在外研究員・外国人教員および外国人留学生に関或:る要望書、

当協会はかねてより在外研究員・外国人教員および外国人留学生について調

査研究を行ない、関係方面に対してその改善の要望を行だってきたが、昨年’０

月にこれらの事項についてアンケート調査を実施した。

ここに、とりあえず多数の大学の望むところを集約して、次の諸事項につい

てその実現方を要望する。

1．在外研究員の増員と在外留学期間の延長について

在外研究員の増員に関しては、関係方面のご努力により若干の改善かたさ

れたか、現在なお教官総数から見れば在外研究の機会は、数十年に一度の割

合にすぎず、しかも在外研究の期間は、長期在外研究員、短期在外研究員と

も充分な研究成果を期待するには短期間にすぎると考えられる。

ついては、在外研究員の増員と在外研究期間の延長についてその実現をは

かられるよう努力されたい。

2．外国人教員の増員と宿舎の確保について

外国人教員については常勤の外国人教師、非常勤の外国人講師とも現在の

人員は大学の希望する員数に比し著しく過少であり、かつ、常勤の教師の宿

舎の確保について予算および制度上から充分左措置が識ぜらナしていたい。

ついては、外国人教員について倍増を目標として増員を図られるとともに

宿舎の確保を可能にするよう必要を措置を識ぜられたい゜

5．外国人留学生の宿舎の確保について

外国人国費留学生の給与については、過去において数次にわたって増額さ

れ、その改善がなされている。しかし乍ら、他方その宿舎については、公的

施設を利用できる者はほぼ全体の四分の一に過ぎず、西欧諸国の留学生受入

れ施設に比し甚だし〈貧弱であるといわざるをえたい。

ついては、外国人留学生の宿舎について公的施設を更に整備するほか、宿

舎確保のための措置を緊急､に講ぜられ六い゜

昭和４９年６月１８日

国立大学協会

会長林健太郎

」

’
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付表１外国人教員，在外研究員，留学生等に

関するアンケート提出大学名一覧
昭和４８年１２月

、

－１５－

番号 大学名 番号 大)学名 番号 大学名
１ 北海道 ２７ 東京商船 ５５ 神 Ｐ 商船
２ 北海教育 ２８ 東京水産 ５４ 奈良教育
５ 室隣工業 ２９ お茶の水 ５５ 奈良女子
４ 小樽商科 ５０ 電気通信 ５６ 和歌山
５ 帯広畜産 ５１ 橋 ５７ 鳥取
６ 北見工業 ５２ 横浜国立 ５８ 島・根
７ 弘前 ５５ 新・潟 ５１ 岡山

８ 岩手 ５４ 富山 ６０ 広島
， 東北 ５５ 金沢 ６１ 山 口

１０ 宮城教育 ５６ 福井 ６２ 徳島
１１ 秋田 ５７ 山梨 ６５ 香ノ|Ｉ
１２ 山形 ５８ 信州 ６４ 愛媛
１５ 福島 ５１ 岐阜 ６５ 高知

１４ 茨城 ４０ 静岡 ６６ 福岡教育
１５ 宇都宮 ４１ 名古屋 ６７ 九州
１６ 群馬 ４２ 愛知教育 ６８ 九州芸工

１７ 埼玉 ４５ 名古屋工 ６１ 九州工業
１８ 千葉 ４４ 童 ７０ 佐賀

。１９ 東京 ４５ 滋賀 ７１ 長崎
２０ 東京医歯 ４６ 京都 ７２ 熊本
２１ 東京外語 ４７ 京都教育 ７５ 大分
２２ 東京学芸 ４８ 京都工芸 ７４ 宮崎
２５ 東 京農工 ４９ 大阪 ７５ 鹿児島
２４ 東京芸術 ５０ 大阪外語 ７６ 琉球
２５ 東京教育 ５１ 大阪教育

２６ 東京工業 ５２ ,神 「．













付表３外国人教師の担当科目【その３）

＝

、

－２１

大学

番号
(ｲ） (ロ）

Ｈ)一般教育関係

(ﾛ)専門教育関･係

し9大学院関係

(=)上記の

(ｨ)，（ﾛ)，（'9の

うち２つ以上

兼担

４６ 英語(英戎章）

独文学

('9

仏文学

高分子１０〔体の樽成式とｶﾛｴ技術の応用

エルゴード理論，情報理論及び函数解析学に関する研究

インド仏教文献の初幾の漢訳に関する研究

助力に対する反応の比較研究

蛋白質合成とその調節機構の研究
｡｡P￣

地域開発計画の理論と反応についての研究

インパー合金の磁性に関する研究

超高分解能電子顕微鏡による複雑結晶構造の研究

アミノ酸及び蛋白質の合成に関する微生物の働きの研究

１回群`VT守二I/Ｌ閏丁ＣＷｔｉ’1３

単分子膜の微細構造の電子顕微鏡的観察の共|可研究

~J藪舌ﾗ蕊字藷U2ﾗ薮寧ii5蕊iｉに関する研究

(二）

英語(英文学）

独文学

．『￣．-







付表４外国人講師の担当科目 （その３）

｡)専門教育関Ｃ

屍関Ｇ

。、－０ノⅥ‘

－２４－

大学

番号
(ｲ） ('.） ('１ (二）

(ｲ)一般教育関係
●

（ﾛ)専門教育関係

しり大学院関係

(二)上記の

(ｲ)，（ﾛ)，しりの

うち２つ以上

兼担

７４

７５

７６ 英会話

ラテン語

中国語

英会話

英作文

英会話






































